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    ２４年度の事業経過、決算報告を承認、 新年度計画も可決 

 平成 25 年度総会を４月 27 日（土）午後 1 時 30 分から町中央公民館で開催しました。 

  総会には会員 21 名（ほかに委任状 15 名）が出席。25 年度の会員は 2 名が退会しまし 

 たが、７名が入会し 41 名となりました。 上村雅生会員を議長に選出し議事を行い、執 

行部が提出した 24 年度事業報告書及び同収支決算書をいずれも満場で承認しました。 

新年度の事業計画では北浦（旧田沢湖町）史談会との交歓会など恒例となっている事業 

 に加えて 10 月下旬に茨城県高萩市で開催される予定の「戸沢氏サミット」に参加するこ 

とや会員向けの学習機会となる講座の開設や史跡実地調査、歴史サロンの充実、史談会ホ 

ームページの立ち上げなども提案どおり可決決定されました。 

 会員への情報提供の強化策として、会報を年 1 回から数回発行に改めました。各種行事 

に都合で参加できない会員のためにも情報をできるだけ多く提供していく考えです。 

 新年度の事業については総会資料に掲載されていますが、主なものを本紙次ページで紹介し 

ていますのでご覧ください。 
 

   吉川教育長が史談会の活動に期待感示す 

 この日の総会には来賓として町教育委員会から吉川健次教育長が出席してくださり「昨 

年度は滴石史談会とのさまざまな連携により町民の郷土史への関心を高めることや文化財 

保護の面で大きな成果があった。今年度も多彩な事業展開に向けて会員相互が研鑚を積ま 

れ、町民がふるさとをよく知るための学習に寄与していただきたい。」とあいさつ、当会 

への期待を示されました。 
   

  新理事に赤坂昌雄氏を選出 

総会では、曽根田優子理事が家族の介護の事情で辞任したことを受けて代わりの理事の 

 補充選出を行い、赤坂昌雄（あかさか まさお）氏を選びました。赤坂理事の任期は前任 

者の残任期間である来年の総会までとなります。曾根田さんご苦労さまでした。 
 

  「少年少女歴史教室をさらに進めて」との意見 

 新年度の事業計画に関して、出席会員から「少年少女歴史教室に参加したいという小学 

生がいた。同教室は良い企画だと思うのでさらに内容を充実して進めてほしい。」との意見 

が出ました。これに対して大村会長は「同教室は今年４年目となる。小中学生に次第に浸 

透していると考えている。ゆくゆくは寺子屋方式の郷土史教室も考えたい。25 年度は新た 

な見学個所の設定などで充実させたい。会員の皆さんも子どもたちの学習を支える“支援 

員”として歴史教室に参加してほしい。」と答えました。 

                                 ＜裏面へ続く＞ 



 今年度の主な事業の紹介                     

 

① 毎月 第三水曜日の夜は＜歴史サロン＞ 

 今月は１５日（水）夜 6：30～ 8：30 ごろ （なお時間内の随時出席、退席 可）   

場所は 中央公民館１階楽屋          ＜出席予約必要ありません＞ 

  今回のテーマは「新年度事業のここに期待する」です。要望、意見なんでも結構です。 

  お聞かせください。できるだけ事業に反映していきます。（もちろんテーマ以外のこと 

  でもかまいません。時間の範囲内で話したり質問をしてください。） 

    ＜サロンといっても残念ながらお茶が出ません。どうぞ各自ご用意ください。＞ 
 

② 南部藩と八戸藩の藩境塚を探す実地踏査 

第１回は田植え上がりの５月下旬から６月上旬にかけての時期を予定。 

   現場は、紫波町内の山王海ダム周辺～雫石町南畑（大村・鍵掛峠）～西安庭（矢櫃・ 

  七日休み峠）周辺の町村境の稜線。志和公民館のメンバーとともに古文書や絵図をも 

とに最新の GPS 機器を使用して未発見の塚を発見しようというものです。当会員にあ 

っては初回なので同行しながら調査方法を学習するだけでも結構です。期日未定です 

が、参加ご希望の方はとりあえず関副会長まで電話でご連絡ください。（キャンセル可）  

＜この調査について報じた盛岡タイムス紙を同封しました。＞ 
 

③ ２０１３しずくいし少年少女歴史教室 

 今年で４年目の実施。第１回は６月２２日（土）。以後土曜日を基本に７回実施。 

支援員としての参加をおすすめします。（毎回参加できなくても結構です。資料を配付） 

 来月、詳しい情報をお知らせします。 
 

④ 第１８回滴石・北浦史談会交歓会 

    ７月２５日（木）に仙北市（旧田沢湖町）で開催。交流会費 3,500 円を予定。 

    内容…イ）仙北市周辺の史跡探訪 ロ）研究発表会 ハ)交流会 

   ※発表会の共通テーマは「関所」。 当会から「橋場の関(御番所)」について研究発 

表してくれる会員 1名を募集します。発表時間は 45 分間程度。（会として資料収集 

等に協力します。） ご希望の方は 5月 15 日(水)までに事務局にご連絡ください。 

 

⑤ 県外研修「2013 戸沢氏サミット in 高萩」への参加 

    10 月 25 日(金)～26 日(土) 茨城県高萩市で開催。参加費は 20,000 円程度予定。 

    中世の豪族「戸沢氏」ゆかりの自治体(高萩市、山形県新庄市、秋田県仙北市、 

雫石町)の首長が参加・構成する標記行事に参加を計画しています。公募の一般町民 

を含めて 30 名程度で参加。貸切バス代は町のふるさと文化基金への申請により確保 

したいと考えています。  来月以降、詳しい情報をお知らせします。 
 

⑥ 史談会ホームページの立ち上げ事業 

  雫石町内の郷土資料等や町内文化財等を紹介することによって当史談会の対外的情 

報発信力の増強を図るため、インターネット上に当会のホームページを立ち上げるこ 

とを計画しています。 

  具体的には有志によるプロジェクトチームを作って進めます。このチームへの参加 

を希望する方は、関副会長までお知らせください。 

 



 


